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議会Newsニュース

議会報告会
～民生委員・児童委員との
　　　　　　　意見交換会～

議会報告会
～畿央大学　清水ゼミの
　　　　生徒と意見交換！～

11 月 11 日（金）、畿央大学にて、清水裕子准
教授のゼミの学生さん達と意見交換会を実施い
たしました。まずは、「議会とは何か」というこ
とをご説明し、その後、事前に学生さんからいた
だいて、広陵町議会議員のキャリアや 1 日のス
ケジュール、必要なスキルなどの質問にお答え
いたしました。
畿央大学の学生さんからは、広陵町に関する 5

つのテーマについてプレゼンテーションを行って
いただき、質問や意見のやりとりをいたしました。
最後は、若年投票率を向上させるにはどうしたら

よいか？竹取公園の来場者を増やすにはどうしたらよ

議会は、１０月２６日（水）に本町役場にて、
民生委員及び児童委員との意見交換会を実施い
たしました。
まず、意見交換会に対して、議会から広陵町

の取り巻く情勢について説明しました。
１　広瀬川調整池整備工事請負契約の審議経過
２　ごみ処理計画の現状
３　県域水道一体化計画の現状
４　新型コロナウイルス感染状況とワクチン接種
５　新型コロナウイルス感染禍における生活支援対策

いか？というテーマでグ
ループワークを行いま
した。投票率向上のた
めには、投票の重要性
を学校で教えて欲しい
等、竹取公園の来場者増加には、グランピング施設
を作る、季節ごとにイベントを行う等の意見を学生さ
んからいただきました。学生さんの生の声を聞き、意
見交換ができた有意義な時間となりました。

委員からの事前聞き取りを実施し、子ども、
高齢者の質問が多くありました。
１　通学路安全対策（西小学校付近）
２　子どもと高齢者の生活支援
３　公共交通「広陵元気号」改善計画
今回の意見交換会で、議会活動を熟知してい

ただいたことに、大きな成果が得られました。今
後も他のグループとこのような開催を積極的に
実施したいと思います。



5

広陵町議会だより　120号

広陵東小学校給食試食

ウクライナへ使い捨てカイロと
救援金を送りました

広陵町議会は１２月２６日（月）、ウクライナへ援
助物資として「使い捨てカイロ」を郵送いたしました。
現地の厳冬期はマイナス 20℃まで下がると言われて
いますが、電気やガスなどのインフラの多くが破壊さ
れています。そのような状況下において、寒さから命
を守るために今まさに必要とされ、かつ現地調達がで
きない物資である「使い捨てカイロ」を選びました。
本年 1 月には、「ウクライナ人道危機救援金の寄付」
を行いました。
一日でも早く、一分でも早く停戦し、ウクライナ国

民の安全が守られることを心より願っています。

議会は、１２月５日（月）に東小学校で学校
給食の試食を行いました。
献立は「さばの味噌煮」「きんぴらごぼう」「塩

こうじ汁」で、こうじは広陵町で製造されたも
ので、奈良県産こんにゃくやあおねぎなど地
元県産を多く使用されていました。
牛乳や小麦粉が高騰し、パンの提供が週

1.5回になったと聞きました。
今後も、栄養教諭や調理員の努力により、

安全でおいしい給食の提供をお願いします。

議会Newsニュース
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令和４年10月24日議会提出議案
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第80号 令和４年度広陵町一般会計補正予算（第８号） 電力等価格高騰緊急支援事業等計上

令和４年12月議会提出議案
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第８１号 広陵町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定
について

デジタル社会の形成を図るための個人情報保
護制度の見直しに伴うもの

議案第８2号 広陵町企業版ふるさと納税基金条例の制定について
まち・ひと・しごと創生寄付活用事業の資金
として、広陵町企業版ふるさと納税基金を積
み立てるための規定整備

議案第８3号 広陵町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を
改正することについて

人事院勧告による給与改定に準じる期末手当
の引き上げ（０．０５月分）

議案第８4号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正することについて

人事院勧告による給与改定に準じる期末手当
の引き上げ（０．０５月分）

議案第８5号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の一部を改正することについて

人事院勧告による給与改定に準じる期末手当
の引き上げ（０．０５月分）

議案第８6号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
ことについて

人事院勧告を受け、一般職の職員の給料表の
改定及び勤勉手当の引き上げ

議案第８7号 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改
正することについて

人事院勧告を受け、特定任期付職員の給料表
の改定

議案第８8号 広陵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正することについて

人事院勧告を受け、会計年度任用職員の給料
表の改定

議案第８9号 広陵町学校給食費徴収条例の一部を改正することに
ついて

小学校の学校給食費を月額 4,600 円とする
（令和 5年度は据え置き）

議  員  提  出
議案第17号

議案第８９号「広陵町学校給食費徴収条例の一部を
改正することについて」に対する附帯決議について （７ページに全文紹介します）

議案第90号 広陵町公民館条例の一部を改正することについて 平尾公民館の位置を変更

議案第9１号 広陵町立テニスコートの設置及び管理に関する条例
の一部を改正することについて

テニスコートの使用料の見直し及び管理にか
かる既定の整理

議案第92号
広陵町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担等に関する条例の一部を改正すること
について

保育園における一時預かり利用料の徴収に関
し、条例に根拠規定を整備

議案第93号 広陵町都市公園条例の一部を改正することについて 広陵交通公園の廃止及びテニスコート使用に
係る規定の整備

議案第94号 広陵町地区計画区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正することについて

大和都市計画竹取公園地区地区計画における
規定の追加等の改正

議案第95号 令和４年度広陵町一般会計補正予算（第９号） 庁舎空調機器更新事業、西小学校通学路対策
事業等計上

議案第96号 令和４年度広陵町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

保険税還付金の不足に伴う増額と前年度の精
算による補助金返還

議案第97号 令和４年度広陵町水道事業会計補正予算（第３号） 人事異動による児童手当不足分

議案第98号 町道の路線認定及び変更について 3路線を新規認定し、2路線を変更

議案第99号 指定管理者の指定について 広陵町パークゴルフ場の指定管理者の指定

議  員  提  出
議案第11号

広陵町議会の個人情報の保護に関する条例の制定に
ついて

個人情報の保護に関する法律の改正により、
地方議会は法の適用対象外となるため、広陵
町議会独自の個人情報保護制度を整備
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　広陵町は、可決された本条例の施行に当たり、次の事項について適切な措置を講ずべきである。

 記

１　児童生徒に対し、栄養バランスがとれた安心安全な給食を提供すること
２　町は国に対して、給食費支援及び学校給食の無償化を強く要望すること
３　賄い材料費等の抑制に向け、あらゆる手法を研究し努力をすること
４　給食費の改定については保護者に対し丁寧な説明をし、理解を得られるように努めること
５　１年後、上記に係る取り組みについて議会に報告し、また経過措置の対応については議会と協議すること

以上、決議する。

　　令和４年 12月 22日

奈良県広陵町議会

議案第89号「広陵町学校給食費徴収条例の一部を改正することについて」に対する附帯決議

議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議  員  提  出
議案第12号 学校給食費の無償化を求める意見書について （下記に全文紹介します）

議  員  提  出
議案第13号

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求め
る意見書について （８ページに全文紹介します）

議  員  提  出
議案第14号

世界平和統一家庭連合（旧世界基督教統一神霊協会）
による被害の防止・救済を求める意見書について （９ページに全文紹介します）

議  員  提  出
議案第15号 子ども医療制度の改善を求める意見書について （８ページに全文紹介します）

議  員  提  出
議案第16号

国民年金保険料支払いを現行のままとすることを求
める意見書について （８ページに全文紹介します）

学校給食法第２条に定める学校給食の目標の達成に向け、
学校では給食を通じた食育が行われてきた。その意義は大き
く、教科学習とともに学校教育の大きな柱となっている。
新型コロナウイルス感染症による家計への影響、ロシア
によるウクライナ侵略の影響による物価高騰などで、家庭
の経済的負担を軽減する必要性は高まり今こそ学校給食費
の無償化が切に求められる状況である。
文部科学省の平成２９年度「学校給食費の無償化等の実
施状況」の調査結果によると、１，７４０自治体のうち何
らかの形で無償化や一部補助を実施しているのは、５０６
自治体であり、そのうち小学校、中学校ともに無償化して
いるのは７６自治体に留まる。財政余力が十分でなく無償
化の実施が困難な自治体も多い中、義務教育の家庭の費用
負担で自治体間格差が生じることは問題である。
よって、広陵町議会は、国会及び政府が、より一層自治

学校給食費の無償化を求める意見書

体への支援を行うとともに、早急に学校給食費の全国一律
無償化の実現に取り組むよう強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年１２月２２日

奈良県広陵町議会

　衆議院議長 細田　博之　様
　参議院議長 尾辻　秀久　様
　内閣総理大臣 岸田　文雄　様
　総務大臣 松本　剛明　様
　財務大臣 鈴木　俊一　様
　文部科学大臣 永岡　桂子　様
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　現在奈良県の子ども医療費は就学前児までは現物給付で、
それ以外はすべて自動償還払いとなっています。ここ数年は
コロナの影響で、特にシングルマザーの方々から、子ども医療
費を何とか無料にならないかとの声が多く上がっています。
　特に子ども医療費の問題では、近畿で奈良県のみが自動償
還払いとなっており、他県からみても立ち遅れており、この場
合窓口でいったん支払いが生ずるため、医療を受けることを
控える傾向も指摘されています。子ども医療費の窓口払いな
しの流れは全国でも広がり、沖縄や東京などで、対象年齢の拡
大をともなって実施されています。
　以上の趣旨により、下記事項について改善を求めます。

記

１　奈良県内すべての市町村において、子ども医療制度はすべ
て現物給付化して下さい。
２　一部負担金（通院５００円・入院１，０００円）制度を撤廃
し、窓口での支払いは完全に無料にして下さい。
３　所得制限は撤廃して下さい。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出しま
す。

　　令和４年 12月 22日

奈良県広陵町議会

　奈良県知事 荒井　正吾　様

子ども医療制度の改善を求める意見書

　厚生労働省は２年連続公的年金額を引き下げ、政府は国民
年金保険料の負担年数を現行４０年から４５年に延長するこ
とについて検討に入ったと伝えられています。
　もしこのことが実施されると、毎月１万６，５９０円の現行
保険料６０か月分（ほぼ１００万円）が増額しますが、受け取
る年金がこれに応じて引き上げられるかどうかは不透明であ
り、さらに今後、支給開始年齢の引き上げや、納付開始年齢の
引き下げなどもありうるとされています。
　若年層にとって定額負担方式の保険料は負担が重く、また、
光熱費にとどまらず物価の上昇が著しい昨今、こうした改定
を受け入れる余地はありません。
　そこで次の事項を要望します。

記

１　国民年金保険料の支払期間を現行のままとすること

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出しま
す。

　　令和４年 12月 22日

奈良県広陵町議会

　内閣総理大臣 岸田　文雄　様
　財務大臣 鈴木　俊一　様
　厚生労働大臣 加藤　勝信　様

国民年金保険料支払いを現行のままとすることを求める意見書

帯状疱疹は、過去に水痘に罹患した者が、加齢や過労、
ストレスなどによる免疫力の低下により、体内に潜伏する
帯状疱疹ウイルスが再燃し発症するものである。

日本人では、５０歳代から発症率が高くなり、８０歳まで
に３人に１人が発症するといわれており、治療が長引くケー
スや後遺症として痛みなどの症状が残るケースもある。

この帯状疱疹の発症予防のために、ワクチンが有効とさ
れているが、費用が高額になることから接種を諦める高齢
者も少なくない。

帯状疱疹による神経の損傷によって、その後も痛みが続
く「帯状疱疹後神経痛」と呼ばれる合併症に加え、角膜
炎、顔面神経麻痺、難聴などを引き起こし、目や耳に障害

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書

が残ることもあるともいわれている。

そこで政府に対して、一定の年齢以上の国民に対するワク
チンの有効性等を早急に確認し、帯状疱疹ワクチンの助成制
度の創設や予防接種法に基づく定期接種化を強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年１２月２２日

奈良県広陵町議会

　厚生労働大臣 加藤　勝信　様
　財務大臣 鈴木　俊一　様
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　安倍元総理銃撃事件をきっかけに、改めて旧世界基督教統
一神霊協会の悪質な霊感商法による高額献金等の被害実態が
明らかになった。全国霊感商法対策弁護士連絡会によると、確
認できた金銭被害は昨年までの約３５年間で総額１，２３７
億円、相談は３万４千件を超えている。これは、３０年にも及
ぶ政治の不作為の結果といえる。旧世界基督教統一神霊協会
が多額の被害を発生させてきたにもかかわらず、党派を超え
て多くの政治家が教団の友好・関連団体の催したイベントに
出席あるいは祝電を送るなどの形で接点を持ったことは、旧
世界基督教統一神霊協会の活動に、「お墨付き」を与える結果
を生じさせてきた。さらに、国会議員だけでなく、地方自治体
議員も旧世界基督教統一神霊協会と接触していたことが明ら
かになり、いまだにその全容は明らかにされていない。
　よって、本町議会は、旧世界基督教統一神霊協会による被害
防止・救済を実現するため、政府に対し以下の対策を求める。

記

１　これまでの被害発生は、明らかに政治・行政の不作為であ
る。被害実態の把握を早急に進めるとともに、被害者に対し
現行法制度を最大限に活用し、弾力的な救済を行うこと。 
２　法務大臣主催による「旧世界基督教統一神霊協会」問題関
係省庁連絡会議において、相談・集中期間を設けることは、
被害者の救済の一歩として重要と認識する。しかし、当事者
が被害申し立てすることが困難であるとの被害の特性に鑑
み、既存の相談窓口の活用にとどまらず、国においてワンス
トップで対応できる「特設相談窓口」を設置すること。
３　いわゆる二世問題の当事者や親族への救済・支援が必要
であり、学校現場等で早い段階から救済・支援につなげてい
くためにも同連絡会議に厚生労働省及び文部科学省を追加
すること。さらに、その救済・支援の在り方については、長期
的視野で、慎重かつ丁寧な検討を行うこと。 

４　悪質な業者による契約被害をなくし、安心・安全な消費者
生活を確保するため、消費者の権利実現法を制定するなど、
消費者契約法の抜本的見直しを行うこと。また、「生活に支障
のある程度」を超える契約は、明らかに消費者が被る不利益
が大きいことから、取消しを可能とすること。さらに、第三者
からの取消しの申し立てを可能にすること。 
５　国会議員・閣僚等は、旧世界基督教統一神霊協会とその関
連団体の関係を自ら進んで明らかにし、国会・内閣の責任に
おいて、政界と旧世界基督教統一神霊協会の関係の全容解明
を行うこと。 

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和４年 12月 22日

奈良県広陵町議会

　衆議院議長 細田　博之　様
　参議院議長 尾辻　秀久　様
　内閣総理大臣 岸田　文雄　様
　内閣府特命担当大臣（デジタル改革、消費者及び食品安全）
　  河野　太郎　様
　法務大臣 齋藤　健　様
　文部科学大臣 永岡　桂子　様

世界平和統一家庭連合（旧世界基督教統一神霊協会）による
      被害の防止・救済を求める意見書
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10

反対 議
案
第
81
号
広
陵
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
個
人
情
報
の
保
護
を
定
め
た
法
令
を
「
仮
名
加

工
情
報
」
を
用
い
て
個
人
情
報
利
活
用
の
た
め
の

法
令
に
改
定
し
、
自
治
体
が
定
め
た
保
護
規
定

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
別

の
デ
ー
タ
参
照
で
個
人
の
特
定
が
で
き
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
。

賛成
・
仮
名
加
工
情
報
の
復
元
が
で
き
る
点
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
が
、
個
人
情
報
復
元
の
た
め
の
別

デ
ー
タ
は
誰
で
も
取
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

容
易
に
個
人
情
報
は
復
元
で
き
な
い
。
新
広
陵

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
内
容
や
改
正
個
人
情

報
保
護
法
の
内
容
に
何
ら
問
題
が
な
い
た
め
賛

成
。

反対反対 議
案
第
84
号
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
85
号
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

・
高
額
所
得
者
で
あ
る
町
長
と
副
町
長
の
給
与
を

さ
ら
に
引
き
上
げ
る
提
案
だ
。
世
の
中
の
経
済
情

勢
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。

賛成
・
情
勢
適
応
の
原
則
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠

す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、こ
の
議
案
に
は
賛
成
。

・
議
案
第
84
号
と
同
じ
趣
旨
で
反
対
。

反対 議
案
第
83
号
広
陵
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
議
会
基
本
条
例
で
、
町
と
町
議
会
は
二
元
代
表

制
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
提
案

は
町
議
会
議
員
の
了
解
も
な
く
、
さ
ら
に
、
報

酬
審
議
会
は
議
員
の
意
見
を
尋
ね
て
も
い
な
い
。

こ
う
し
た
提
案
は
承
服
で
き
な
い
。
余
計
な
こ

と
を
す
る
な
。

・
議
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
発
生
に

先
ん
じ
て
議
員
の
給
与
を
削
減
し
て
「
か
ぐ
や

チ
ケ
ッ
ト
」
を
提
案
し
た
。
来
年
以
降
も
価
格

上
昇
し
家
計
を
圧
迫
す
る
、
こ
ん
な
時
は
、
議

員
も
含
め
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む
姿
勢
が

必
要
。

賛成
・
こ
の
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
議
会
と
し
て

ど
う
す
る
の
か
、
議
長
よ
り
意
思
確
認
が
あ
っ

た
う
え
で
今
回
町
か
ら
の
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

情
勢
適
応
の
原
則
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠

す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
り
、
広
陵
町
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い
て
も
妥
当
で
あ
る
と

意
見
具
申
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×  ○ ○ ○ ○ ×
× ○ × × ○ ○ ○ ×  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○  × ○ ○ ○ ○

議　　　案 議決結果

　議案第81号 
　議案第83号 
　議案第84号 
　議案第85号 
　議案第89号 
　議案第95号 
　議員提出議案第14号 

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

八

尾

春

雄

岡

橋

庄

次

青

木

義

勝

岡

本

晃

隆

吉
村
眞
弓
美

吉

村

裕

之

谷
　

禎

一

坂

野

佳

宏

山
村
美
咲
子

笹

井

由

明

山
田
美
津
代

千

北

慎

也

堀

川

季

延

坂

口

友

良

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

令和４年12月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

賛成
・
議
案
第
84
号
と
同
じ
趣
旨
で
賛
成
。
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反対 議
案
第
89
号
広
陵
町
学
校
給
食
費
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て

・
町
は
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
仮
に
箸

尾
準
工
の
町
財
産
相
当
額
１
億
５
，
０
０
０

万
円
を
充
て
る
と
15
年
間
値
上
げ
し
な
い
で

良
く
な
る
。
町
三
役
で
財
源
を
ど
こ
に
充
て
る

か
決
め
れ
ば
済
む
こ
と
。

・
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
対
応
で
給
食
費
を
無
償
と

し
た
り
、
国
か
ら
届
い
た
金
を
給
食
会
計
に

充
当
し
た
り
、
さ
ら
に
は
第
３
子
の
無
償
化

を
は
か
っ
た
り
し
て
き
た
の
に
、
こ
こ
に
き
て

保
護
者
負
担
を
強
化
す
る
方
針
に
転
換
す
る

も
の
だ
。
こ
の
値
上
げ
に
賛
成
す
る
議
員
が

国
に
「
給
食
費
の
全
額
無
償
化
」
を
求
め
る

の
は
二
枚
舌
で
は
な
い
か
。

賛成
・
財
政
余
力
を
考
え
る
と
、
給
食
費
の
無
償
化

や
補
助
を
国
に
求
め
る
場
合
と
、
広
陵
町
に

求
め
る
場
合
で
は
立
て
分
け
て
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
給
食
の
試
食
を
行
い
、
現
場

説
明
を
受
け
た
結
果
、
広
陵
町
に
お
い
て
は

今
後
物
価
高
騰
に
対
し
現
場
で
の
工
夫
で
上

昇
分
を
し
の
ぐ
こ
と
は
限
界
で
あ
る
と
考
え

た
。
こ
の
ま
ま
給
食
費
を
据
え
置
く
と
、
給

食
の
質
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
に

も
な
り
か
ね
な
い
た
め
賛
成
す
る
。
同
時
に
、

補
助
金
や
全
国
一
律
無
償
化
は
、
引
き
続
き

国
に
要
望
し
て
い
く
。

反対 議
員
提
出

議
案
第
14
号

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合

（
旧
世
界
基
督
教
統
一
神
霊

協
会
）に
よ
る
被
害
の
防
止
・

救
済
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

・
被
害
者
救
済
法
と
改
正
消
費
者
契
約
法
が
12

月
10
日
に
成
立
し
て
い
る
。
今
後
は
法
律
が

適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
た
め
反
対
。

賛成
・
広
陵
町
に
お
い
て
は
14
名
議
員
全
員
が
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
と
関
係
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
で
住
民
の
心

配
は
無
用
で
あ
る
う
え
、
私
た
ち
広
陵
町
議

会
も
被
害
者
救
済
の
取
り
組
み
を
大
い
に
進

め
て
欲
し
い
と
意
見
書
を
決
め
る
こ
と
は
救

済
法
を
決
め
た
国
の
意
向
に
も
合
致
す
る
の

で
賛
成
。

反対 議
案
第
95
号
令
和
４
年
度
広
陵
町
一
般
会

計
補
正
予
算(

第
９
号
）

・
議
案
第
83
号
、
第
84
号
、
第
85
号
で
指
摘
し
た

「
容
認
で
き
な
い
支
出
」
を
含
ん
で
い
る
。

賛成
・
本
年
度
に
お
け
る
緊
急
性
の
高
い
補
正
予
算
計

上
と
な
っ
て
お
り
、
高
騰
が
続
く
電
気
代
を
含

む
水
道
光
燃
費
の
増
額
補
正
や
通
学
路
の
安
全

対
策
、
認
定
こ
ど
も
園
建
設
に
伴
う
幼
稚
園
の

解
体
工
事
な
ど
盛
り
込
ま
れ
た
予
算
補
正
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
た
、

議
員
・
特
別
職
の
期
末
手
当
、一
般
職
の
給
料
、

勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ
な
ど
も
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
民
間
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
人
事
院

勧
告
に
従
い
改
正
を
行
う
も
の
で
、
改
正
に
基

づ
い
た
予
算
の
補
正
で
あ
る
。

・
小
学
校
の
給
食
は
、
平
成
26
年
７
月
に
現
在

の
月
額
４
，
２
０
０
円
に
改
正
さ
れ
て
以
来
、

８
年
が
経
過
し
て
お
り
、
昨
今
の
小
麦
粉
の

高
騰
や
牛
乳
価
格
の
値
上
が
り
な
ど
、
原
材

料
費
、
輸
送
費
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

の
が
実
態
。
本
年
度
２
学
期
か
ら
実
質
月
額

４
，
５
０
０
円
で
運
営
し
差
額
は
特
別
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
提

供
し
て
い
る
。
今
回
の
給
食
費
を
令
和
５
年

度
か
ら
、
月
額
４
，
６
０
０
円
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
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● 箸尾準工業地区整備工事の進捗は
● 給食値上げは他の事業の無駄を削ってから
● 県域水道一体化による町民窓口確保へ

谷　　禎一　議員（１3ページ）

よ し む ら ひ ろ ゆ き

議長 吉村 裕之

町政を

問う
一  般
質  問

一般質問を 12月 13日～ 15日に行いました。
なお、質問内容及び答弁内容については、紙面の
都合上、要約掲載となっておりますので、詳細につ
きましてはインターネット中継、または会議録をご
覧ください。
会議録は、3 月上旬に町役場及び町施設のサービ
スカウンターに配置し、広陵町ホームページにも掲
載する予定です。

ⓘ答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部
次長の発言を要約して掲載する
場合に用いています。

● 次世代を担う子どもが輝けるまちづくり
● 地域の活性化に向けて

岡本　晃隆　議員（１７ページ）

● 子供の幸せ　最優先社会へ
● 健康寿命延伸の取組を問う

山村　美咲子　議員（１８ページ）

● 町の気候変動対策は
● 乗り合いタクシー導入計画は
● ゴミ分別及び持ち込み・廃棄方法について

山田　美津代　議員（２０ページ）

● 学校というハコモノを住民のタカラモノに
青木　義勝　議員（２１ページ）

● 帯状疱疹ワクチン接種の助成について
● カーボンニュートラルの取組について

吉村　眞弓美　議員（１４ページ）

● 教育支援者の登録バンク制度が必要
● 来年度の新しい公共交通体系について
● 町防災体制で支援員への支援策も必要では

坂口　友良　議員（１５ページ）

千北　慎也　議員（２２ページ）
● 大阪万博の活用で観光もできる靴下の町に
● 使える、活きる、ふるさと納税の運用を

● 都市公園のペット散歩禁止は何故か
坂野　佳宏　議員（１９ページ）

● お悔やみコーナーの設置について
● 農業委員会の活動について
● 水道の県広域化について

八尾　春雄　議員（１６ページ）
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箸尾準工業

た に よ し か ず

谷　禎一

　①
土
地
購
入
額
の
基
準
（
宅
地
は

造
成
地
の
更
地
で
軽
減
率
を
付

す
る
）は
。建
物
の
補
償
は
。

②
計
画
変
更
で
県
道
の
右
折
レ
ー

ン
よ
り
、
南
29
号
線
の
交
差
点

の
交
通
問
題
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
が
。

③
県
へ
の
申
請
図
面
と
工
事
図
面

と
相
違
し
て
い
な
い
か
。

④
水
道
工
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、追
加
予
算
が
必
要
で
は
。

⑤
県
許
可
、工
事
入
札
、関
係
者
と

の
協
議
な
ど
が
一
緒
に
進
ん
で

い
る
が
、
工
事
費
の
清
算
は
適

切
に
で
き
る
の
か
。

⑥
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
の
結

果
は
。 箸

尾
準
工
業
地
区

整
備
工
事
の
進
捗
は

給
食
費
値
上
げ
は

他
の
事
業
の
無
駄

を
削
っ
て
か
ら

学校給食　
　
若
い
共
働
き
世
代
で
は
食
品

や
光
熱
費
の
値
上
げ
で
家
計
が
圧

迫
。安
心
で
き
る
教
育
環
境
の
支
援

も
必
要
。

県
域
水
道
一
体
化

に
よ
る
町
民
窓
口

確
保
へ

水道一体化

　
　
県
水
道
事
業
一
体
に
な
れ
ば
、

災
害
や
事
故
で
水
道
が
止
ま
っ
た

場
合
な
ど
、県
で
は
早
急
な
対
応
は

む
ず
か
し
く
現
場
（
町
）
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
。町
の
対
応

策
は
。

町
も
給
食
費
は
応
分
に
負
担
し

て
い
る
。個
人
的
に
は
教
育
費
を

確
保
し
た
い
。

教
育
長

当
然
無
駄
な
費
用
を
削
減
す
る

こ
と
は
大
事
。財
源
を
恒
久
的
に

ど
こ
に
充
て
る
の
が
良
い
か
考
え

る
。

町
長

集
約
化
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
重
要
な
課
題
。一
体
化
会

議
で
も
意
見
し
て
い
く
。企
業
団

設
立
後
も
し
ば
ら
く
は
町
窓
口
で

現
体
制
を
継
続
。

応
急
給
水
、
給
水
車
操
作
訓
練

な
ど
危
機
管
理
能
力
向
上
を
図

る
。

町
長

理
事
者

①
損
出
補
償
基
準
に
基
づ
き
更
地

を
確
認
し
て
公
社
が
購
入
し
て

い
る
。

②
香
芝
署
、県
警
と
協
議
中
。

③
変
更
等
で
是
正
は
あ
る
が
、
大

き
な
手
戻
り
は
な
い
。

④
各
企
業
と
協
議
し
給
水
施
設
を

決
定
。

⑤
適
切
に
清
算
す
る
。

⑥
建
物
跡
や
器
類
、井
戸
枠
が
出
土
。

必
要
な
箇
所
の
調
査
を
行
う
。

　
調
整
池
の
残
土
を
工
業
地
区
に

利
用
す
る
だ
け
で
２
，
５
０
０
万
円

の
経
費
が
削
減
さ
れ
、さ
ら
に
、同
工

業
団
地
内
の
町
財
産
売
却
で
１
億

５
，０
０
０
万
円
程
度
浮
く
。教
育
費

（
給
食
費
）に
充
て
ら
れ
な
い
の
か
。
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よ し む ら ま ゆ み

吉村　眞弓美

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
助
成
に

つ
い
て

福　祉

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
取
組
に
つ
い

て
環　境

　
　
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う

と
同
じ
ウ
イ
ル
ス
で
起
こ
る
皮
膚

の
病
気
で
あ
る
。皮
膚
症
状
が

治
っ
て
も
神
経
の
損
傷
に
よ
っ
て

そ
の
後
も
痛
み
が
続
く
こ
と
が
あ

り
、
こ
れ
は
最
も
頻
度
の
高
い
合

併
症
で
あ
る
。そ
の
痛
み
は
電
気

が
走
る
よ
う
な
痛
み
、
あ
る
い
は

焼
け
る
よ
う
な
痛
み
と
表
現
さ

れ
、
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
る
。多
く
の

方
が
苦
し
む
中
、
有
効
な
予
防
法

と
し
て
考
え
ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
は
、
か
な
り
の
個
人
負
担
が

強
い
ら
れ
る
。広
陵
町
で
助
成
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
時
点
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
に
つ
い
て
は
、国
の
動
向
に
注

視
し
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

①
規
制
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
広

陵
町
と
し
て
ど
の
様
な
条
例
が
適

し
て
い
る
の
か
研
究
し
て
い
る
。

②
S
D
G
s
の
推
進
を
図
る
広
陵

町
と
し
て
も
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

③
事
業
者
支
援
の
観
点
か
ら
も
何

ら
か
の
登
録
・
認
証
制
度
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
と
考
え

る
。実
施
に
向
け
て
研
究
す
る
。

④
今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
理
解
と
協
力
を
図
る
過

程
に
お
い
て
も
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
エ
シ
カ
ル

町
長

理
事
者

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（C
ircular Econom

y

）と
は

日
本
語
訳
で「
循
環
型
経
済
」。

エ
シ
カ
ル
消
費
と
は

「
エ
シ
カ
ル（ethical

）」と
は
、
直
訳

す
る
と「
倫
理
的
」。

　
　①

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
時
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
お
い
て
、
ト

ラ
ブ
ル
や
災
害
被
害
が
起
き
な

い
よ
う
に
、
条
例
制
定
の
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

③
環
境
配
慮
に
取
り
組
む
町
内
企

業
を
、表
彰
し
た
り
、認
定
し
た

り
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

④
エ
シ
カ
ル
消
費
の
理
念
を
広
く

　
町
民
の
皆
様
に
普
及
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
脱
炭
素
宣
言
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
の
予
定
は

な
い
か
。

消
費
に
つ
い
て
の
浸
透
を
図
っ

て
い
く
。

⑤
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
何
ら

か
の
宣
言
が
出
せ
る
よ
う
に
努

力
す
る
。
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教
育
支
援
者
の
登

録
バ
ン
ク
制
度
が

必
要

教育支援
　
　
学
校
関
係
は
、
教
員
以
外
に

も
部
活
動
支
援
や
学
習
支
援
な
ど

で
多
く
の
住
民
の
支
援
で
な
り

た
っ
て
き
た
。地
域
に
は
、教
員
免

許
保
持
者
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
理
科

実
験
助
手
な
ど
可
能
な
方
は
多
く

お
ら
れ
る
。教
育
人
材
バ
ン
ク
な

ど
を
考
え
、
手
助
け
が
必
要
な
時

の
対
応
も
取
れ
る
の
で
、
早
急
に

実
施
の
方
向
で
考
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

本
町
に
は
、
様
々
な
資
格
を
お

持
ち
の
方
が
多
い
と
認
識
し
て
い

る
。現
状
は
ま
ず
、学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

今
後
も
、
地
域
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
本
町
の
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

来
年
度
の
新
し
い

公
共
交
通
体
系
に

つ
い
て

公共交通　
来
年
度
か
ら
は
南
北
の
幹
線

は
増
便
、
支
線
に
つ
い
て
は
市
町

村
有
償
運
送
で
、
直
前
の
予
約
ま

で
利
用
で
き
、
ア
プ
リ
で
も
対
応

で
き
る
の
で
利
便
性
は
向
上
す

る
。
町
社
協
も
参
加
す
る
と
聞
い

て
い
る
の
で
、
き
め
細
か
な
運
行

が
期
待
で
き
る
。
利
用
者
は
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
で
自
宅
ま
で
来
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
の
運

営
形
態
は
ど
う
か
。

市
町
村
有
償
運
送
は
、
予
約
制

で
停
留
所
を
設
定
し
た
運
行
を
予

定
す
る
。乗
降
場
所
は
、
各
地
域
で

２
５
０
メ
ー
ト
ル
を
目
安
と
し
て

設
置
し
、
町
外
へ
は
国
保
中
央
病

院
と
コ
ー
プ
な
ん
ご
う
の
み
の
運

行
と
す
る
。

町
長大

規
模
な
災
害
の
場
合
は
、
町

社
協
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
る
。設
置
業
務
や
バ

ス
の
借
り
上
げ
は
町
が
負
担
す
る

が
、
個
人
で
参
加
す
る
場
合
は
全

て
自
己
負
担
が
基
本
で
、
費
用
分

担
等
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

町
防
災
体
制
で
支

援
員
へ
の
支
援
策

も
必
要
で
は

防災体制

教
育
長

　
　
私
は
奈
良
県
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム（
奈
良
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）の
一
員

で
、派
遣
時
に
は
、交
通
・
宿
泊
・

消
耗
品
・
通
信
燃
料
等
は
実
費
が

支
給
さ
れ
る
。

　
町
の
防
災
体
制
で
は
、
災
害
時

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
心
配
で
あ
る
。こ

さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良
町
長

れ
か
ら
は
支
援
人
員
に
対
す
る
費

用
分
担
の
支
援
も
計
画
す
る
時
期

と
思
う
が
考
え
は
。
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本
庁
だ
け
で
な
く
、
さ
わ
や
か

ホ
ー
ル
に
出
向
く
手
間
も
考
え
る

と
切
実
な
要
望
と
理
解
し
て
い

る
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
本
庁
２

階
に
設
置
し
た
い
。

理
事
者

や つ お は る お

八尾　春雄

お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

死亡手続き　
こ
れ
ま
で
何
人
も
の
議
員
か

ら
住
民
の
死
亡
手
続
き
に
つ
い

て
、
住
民
が
各
課
を
回
る
の
で
な

く
、専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、対
応

す
る
部
局
の
町
職
員
が
交
代
で
手

続
き
を
受
け
付
け
る
仕
組
み
に
改

め
る
よ
う
求
め
て
き
た
。結
論
を

聞
き
た
い
。

農
業
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て

農　業　
農
地
で
あ
り
な
が
ら
実
態
が

伴
っ
て
い
な
い
土
地
は
ど
れ
ほ
ど

あ
る
か
、
米
価
の
低
迷
で
農
家
の

労
賃
が
１
０
０
円
前
後
と
の
試
算

が
あ
る
。農
業
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

水
道
の
県
広
域
化

に
つ
い
て

水　道　
住
宅
都
市
整
備
公
団
等
か
ら

引
き
継
い
だ
34
億
円
の
受
贈
資
産

を
、
町
水
道
会
計
で
は
長
期
負
債

に
計
上
し
て
い
る
が
、
毎
年
８
千

万
円
か
ら
１
億
円
の
戻
入
利
益
が

期
待
で
き
る
。広
域
化
の
場
合
は

こ
の
資
産
も
持
っ
て
い
か
れ
る
の

か
。さ
ら
に
水
道
管
更
新
で
１
㎞

当
た
り
の
費
用
は
い
く
ら
か
。県

広
域
化
の
方
が
独
自
で
行
く
よ
り

経
費
が
安
く
上
が
る
と
説
明
が
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
30
年
以
上
の
見

水
道
施
設
す
べ
て
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
指
摘
の
通
り
だ
。

水
道
管
１
㎞
当
た
り
の
更
新
費
用

は
、
広
陵
町
の
実
績
値
を
元
に
し

て
お
り
２
億
円
を
要
し
て
い
る
。

理
事
者

町
内
に
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

水
田
が
７
ha
あ
り
水
田
と
し
て
課

税
し
て
い
る
。優
良
農
地
な
の
に
耕

作
さ
れ
な
い
場
合
に
は
別
途
加
算

金
を
課
し
て
耕
作
を
奨
励
し
て
い

る
。米
価
の
低
迷
は
本
当
に
困
っ
た

こ
と
だ
。町
で
は
市
街
化
区
域
以
外

の
農
地
11
カ
所
で
、今
後
の
方
針
を

具
体
化
さ
せ
る
た
め
、農
家
と
農
業

町
長
及
び
農
業
委
員
会
会
長

委
員
会
の
協
議
を
行
い
、農
地
の
集

約
集
積
・
集
落
営
農
組
織
の
結
成
・

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

通
し
と
し
て
、
そ
の
数
値
で
間
違

い
な
い
の
か
。

その他
質問事項
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

総
括
に
つ
い
て
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理
事
者

理
事
者

理
事
者

理
事
者

「
広
陵
町
幼
保
一
体
化
総
合
計

画
」
に
基
づ
き
、
順
次
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
目
指
し
事
務
を
進
め

て
い
る
。
本
年
度
に
、
子
ど
も
支

援
施
設
整
備
基
本
計
画
の
作
成
に

取
り
か
か
り
、
今
後
、
本
計
画
案

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
広
く
住
民
か
ら
意
見

を
求
め
る
と
と
も
に
、
対
象
校
区

の
保
護
者
の
皆
様
に
対
し
て
も
情

今
後
、
放
課
後
子
ど
も
育
成
教

室
を
運
営
し
て
い
く
に
当
た
り
、

学
校
運
営
協
議
会
と
ど
の
よ
う
な

連
携
方
法
が
あ
る
の
か
を
、
研
究

し
て
い
く
。

次
世
代
を
担
う

子
ど
も
が
輝
け
る

ま
ち
づ
く
り

　
　
今
後
開
設
さ
れ
る
認
定
こ
ど

も
園
の
開
設
運
営
に
関
し
て
、保

護
者
の
ニ
ー
ズ
や
思
い
を
ど
の
よ

う
に
こ
の
事
業
に
反
映
し
て
い
く

の
か
。

　
　
子
ど
も
支
援
施
設
整
備
基
本

計
画
で
は
、放
課
後
子
ど
も
育
成

教
室
と
各
校
の
学
校
運
営
協
議
会

と
の
連
携
を
、ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。

令
和
３
年
９
月
及
び
10
月
に

県
、
警
察
、
町
の
３
者
に
よ
る
通

学
路
合
同
点
検
を
実
施
し
、
電
柱

幕
の
交
換
、
県
・
警
察
に
よ
る
信

号
待
機
場
所
の
安
全
対
策
、
交
差

点
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
及
び
横
断
歩

道
の
修
繕
を
行
っ
た
。
令
和
４
年

度
は
、
現
在
ま
で
に
、
75
％ 

の
対

策
が
完
了
し
て
い
る
。
今
年
度
も
、

早
期
対
応
が
可
能
な
交
通
安
全
教

育
や
電
柱
幕
の
交
換
等
を
本
年
度

中
に
実
施
し
、
そ
の
他 

の
対
策
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路
箸
尾
駅
前
線
に

つ
い
て
は
、
県
道
桜
井
・
田
原
本
・

王
寺
線
か
ら
箸
尾
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路

線
形
の
見
直
し
と
併
せ
て
駅
前
広

場
の
設
置
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
箸
尾
駅
か
ら
西
側
に
向

か
う
道
路
に
つ
い
て
は
、
大
野
10

号
線
な
ど
一
部
町
道
の
機
能
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
利
便

向
上
及
び
箸
尾
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
箸
尾
駅
周
辺
の
土
地
利
用
計

画
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

次世代へ

地
域
の
活
性
化
に

向
け
て

地域活性お か も と て る た か

岡本　晃隆

報
提
供
を
行
う
。
ま
た
、
計
画
策

定
後
も
、
保
護
者
の
皆
様
へ
の
説

明
や
意
見
を
伺
う
機
会
を
確
保
す

る
よ
う
に
努
め
、
認
定
こ
ど
も
園

の
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
丁
寧

に
進
め
て
い
く
。
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み さ こや ま む ら

山村  美咲子

子
供
の
幸
せ

最
優
先
社
会
へ

子育て支援

健
康
寿
命
延
伸
の

取
組
を
問
う

健康づくり

　
公
明
党
は
本
年
11
月
８
日
に

結
婚
、妊
娠
、出
産
か
ら
子
ど
も
が

社
会
に
巣
立
つ
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
策
を
掲
げ
た
「
子
育
て
応

援
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し

た
。「
子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先
す

る
社
会
」を
目
指
し
、少
子
化
・
人

口
減
少
の
克
服
に
向
け
た
具
体
策

と
し
て
先
行
実
施
す
る
妊
娠
か
ら

出
産
・
子
育
て
ま
で
の
一
貫
し
た

伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援

を
一
体
的
に
行
う
「
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
事
業
」が
、政
府
が

閣
議
決
定
し
た
総
合
経
済
対
策
に

盛
り
込
ま
れ
た
。そ
こ
で
、伴
走
型

相
談
支
援
や
０
歳
か
ら
２
歳
児
へ

の
経
済
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
「
歩
く
」こ
と
は
、簡
易
で
誰
も

が
参
加
で
き
、健
康
に
よ
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。「
歩
く
」
こ
と
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
様
々
な
健
康

づ
く
り
事
業
を
展
開
し
、健
康
寿
命

延
伸
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

早
期
実
施
を
目
指
し
、子
育
て
総

合
支
援
課
の
体
制
強
化
を
行
う
と

と
も
に
、
本
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
生
か
し
な
が
ら
、よ
り
効
果
的
な

支
援
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
く
。

町
長

現
在
ま
さ
に
、「
歩
く
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
町
全
体
の
健
康
の
底
上

げ
に
取
り
組
む
計
画
を
し
て
い
る
。

「
骨
折
ゼ
ロ
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム「
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
」に

逆
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
採
択
さ
れ
、
魅

町
長

今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
を
問
う
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
へ

の
取
組
は
ど
う
か
。フ
レ
イ
ル
と

は
、
元
気
な
状
態
と
介
護
が
必
要

な
状
態
の
中
間
で
、
年
齢
を
重
ね

て
心
身
の
活
力
が
低
下
し
た
状
態

の
こ
と
で
、
よ
り
早
期
の
発
見
・

対
策
で
回
復
度
も
高
ま
る
。「
健
康

で
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
で
介
護
費

の
削
減
」、「
団
塊
世
代
の
生
き
が

い
活
動
の
場
の
提
供
」
に
も
つ
な

が
る
取
組
の
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
を
問
う
。

力
あ
る
内
容
で
無
関
心
層
に
対
す

る
効
果
的
な
啓
発
と
な
る
取
組
に

つ
な
げ
て
い
く
。ま
た
、
骨
粗
鬆
症

検
診
の
導
入
も
考
え
て
お
り
、民
間

企
業
と
の
連
携
を
図
り
推
進
し
て

い
く
。
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その他
質問事項
〇
道
路
維
持
修
繕
予
算
の

増
額
に
つ
い
て

さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏

都
市
公
園
の
ペ
ッ
ト

散
歩
禁
止
は
何
故
か

　
町
内
公
園
す
べ
て
に
禁
止
看

板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

都
市
公
園
条
例
に
明
確
な
記
載

は
な
く
、
行
政
裁
量
に
よ
る
措
置

と
考
え
る
が
違
法
性
は
な
い
か
。

近
隣
市
町
村
動
向
は
。

公
園
で
の
ペ
ッ
ト
散
歩
の
制
限

は
条
件
を
付
け
て
緩
和
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

ほ
と
ん
ど
人
が
い
な
い
の
で
勿

体
な
い
。

飼
い
主
責
任
を
明
確
化
し
条
例

制
定
し
て
、
緩
和
措
置
を
取
っ
て

は
ど
う
か
。

制限緩和

町
長町

の
公
園
は
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
公
共
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
を
し
て
い
る

が
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
ご
利
用
は

原
則
と
し
て
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て

い
る
。

整
備
さ
れ
た
公
園
の
利
用
開
始

後
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
す
る
た
め
、「
公
園
に
犬
を
つ
れ

て
く
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

制
限
根
拠
と
し
て
は
、
広
陵
町

都
市
公
園
条
例
第
５
条
第
１
号
及

び
第
８
号
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
管

理
者
権
限
の
適
正
な
行
使
と
し
て
、

い
わ
ば
利
用
者
の
皆
様
に
お
願
い

し
て
い
る
ル
ー
ル
で
あ
り
、
看
板
で

あ
る
の
で
違
法
性
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員
か
ら
の
条
件
を
付
け
て
、

緩
和
を
す
べ
き
と
の
提
案
で
あ
る

が
本
年
４
月
よ
り
、
三
つ
の
近
隣

公
園
で
利
用
可
能
な
園
路
を
指
定

し
散
歩
を
認
め
て
い
る
。

今
後
、
愛
犬
家
の
皆
様
の
適
正

な
公
園
利
用
が
広
く
町
民
の
皆
様

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
公
園
で
の
ペ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て

も
近
隣
住
民
様
と
の
合
意
形
成
が

進
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
近
隣
動
向
に
つ
い
て
は
、７
自

治
体
の
内
、
３
自
治
体
が
ペ
ッ
ト

連
れ
で
の
公
園
利
用
を
認
め
て
い

る
。
禁
止
２
自
治
体
、
２
自
治
体

は
公
園
ご
と
に
ル
ー
ル
を
定
め
て

お
ら
れ
る
。

条
例
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
し
て
い
な
い
。
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み つ よや ま だ

山田  美津代

町
の
気
候
変
動

対
策
は

脱炭素　
日
本
は
C
O
P
27
で
不
名
誉

な
化
石
賞
を
今
年
で
３
回
受
賞
し

て
い
る
。こ
れ
は
化
石
燃
料
に
対

し
て
世
界
最
大
の
公
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
受
け

て
い
る
も
の
で
こ
の
事
を
ど
う
思

わ
れ
る
か
。町
と
し
て
地
球
温
暖

化
問
題
を
ど
う
取
り
組
む
か
、
ま

た
町
民
の
危
機
感
の
意
識
向
上
を

ど
う
取
り
組
ま
れ
る
か
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

導
入
計
画
は

公共交通　
全
員
協
議
会
で
令
和
5
年
度

の
元
気
号
再
編
計
画
の
説
明
が

あ
っ
た
が
以
前
要
望
し
た
住
民
ご

利
用
者（
高
齢
者
）な
ど
へ
の
聞
き

取
り
や
説
明
会
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。こ
れ
で
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
改
変
が
さ
れ
る
の
か
。ド

ア
ツ
ー
ド
ア
の
要
望
は
実
現
さ
れ

る
か
。

ゴ
ミ
分
別
及
び

持
ち
込
み
・
廃
棄

方
法
に
つ
い
て

ゴミ分別
　
　①

持
ち
込
み
ゴ
ミ
や
粗
大
ご
み

は
、
収
集
業
者
が
金
属
、
家
財

類
、
小
型
家
電
、
畳
、
布
団
な

ど
を
分
別
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

町
長令

和
5 

年
10
月
か
ら
予
定
し

て
い
る
有
償
運
送
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
元
気
号
利
用
者
の
方

に
ご
意
見
を
伺
っ
た
う
え
で
交
通

事
業
者
へ
の
市
場
調
査
等
を
踏
ま

え
決
定
し
た
。バ
ス
停
は
２
５
０

メ
ー
ト
ル
毎
に
置
き
、
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
は
既
存
の
業
者
と
の
棲
み
分

け
を
行
う
た
め
し
な
い
。

町
長21

世
紀
末
に
は
4
℃
の
気
温
上

昇
が
見
込
ま
れ
て
お
り
地
球
温
暖

化
に
は
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。

町
長

①
持
ち
込
み
ゴ
ミ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ヤ
ー
ド
に
搬
入
し
て
業
者
に
搬

出
処
理
。粗
大
ご
み
は
手
選
別

し
て
売
却
や
業
者
で
処
理
。

②
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
分
別
を
行

い
天
理
の
新
施
設
に
搬
出
。

③
ゴ
ミ
処
理
町
民
会
議
で
の
協
議

の
上
、速
や
か
に
解
体
予
定
。予

算
は
来
年
度
計
上
。

　
廃
棄
し
て
い
る
の
か
。

②
天
理
の
新
施
設
移
行
後
で
は
ど

う
な
る
の
か
。

③
施
設
解
体
工
事
は
い
つ
ど
の
よ

う
に
い
く
ら
の
予
算
で
行
わ
れ

る
の
か
。

来
年
度
に
「
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
に
お
け
る
地
域
施
策
編
」
の

策
定
を
予
定
し
て
い
て
若
者
を
含

め
た
町
民
へ
の
意
識
向
上
を
図
り

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。
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あ お  き よ し か つ

青木　義勝
教
育
長

学
校
と
い
う

ハ
コ
モ
ノ
を
住
民
の

タ
カ
ラ
モ
ノ
に

学校の
活　用

　
　
学
校
は
教
育
施
設
だ
が
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
を
し
て
住
民
の
宝
物

と
す
べ
き
で
あ
る
。過
去
に
、水
害

時
の
緊
急
避
難
所
に
と
提
案
し
た

が
、
さ
ら
に
大
き
な
視
野
で
の
活

用
を
と
思
っ
た
。そ
の
時
に
神
奈

川
大
学
大
竹
教
授
の
著
書
「
学
校

と
い
う
ハ
コ
モ
ノ
が
日
本
を
救

う
」を
読
み
同
感
し
、参
考
に
し
て

宝
物
と
な
る
根
拠
を
述
べ
る
。校

区
５
ケ
所
の
小
学
校
は
耐
震
化
も

完
了
し
て
強
固
で
、
徒
歩
で
可
能

な
街
中
に
あ
り
避
難
所
で
あ
り
施

設
も
充
実
し
た「
ハ
コ
モ
ノ
」で
あ

る
。更
に
体
育
館
・
プ
ー
ル
専
用

室
・
保
健
美
術
・
調
理
・
理
科
・

　
町
長
の
所
見
も
伺
い
、
概
ね

提
案
と
合
致
し
た
と
思
い
、
学
校

教
育
以
外
の
住
民
の
学
習
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
等
に
学
校
施
設

を
活
用
し
て
１
か
所
で
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
た
め
に
行
政
、
住

民
、
民
間
事
業
者
の
協
働
が
不
可

欠
で
、
民
間
事
業
者
も
「
ハ
コ
モ

ノ
」
を
活
用
す
る
の
で
安
価
で
の

学
校
も
維
持
管
理
長
寿
命
化

に
努
め
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館

は
開
放
中
。
校
舎
内
は
児
童
と

教
員
の
教
材
等
が
あ
り
、
防
犯

面
で
開
放
し
て
い
な
い
が
、
議

員
提
案
の
趣
旨
は
理
解
し
て
宝

物
と
な
る
と
、
ど
の
施
設
、
部

屋
を
開
放
す
べ
き
か
検
討
す
る
。

町
長
部
局
と
協
議
連
携
す
る
。

音
楽
室
等
の
完
備
の
全
国
に
二
万

の
小
学
校
で
ほ
ぼ
１
年
３
６
５
日

の
約
１
７
０
日
間
は
未
使
用
で
、

宝
の
無
駄
で
あ
る
。将
来
は
、民
間

事
業
者
と
協
働
で
こ
の
「
ハ
コ
モ

ノ
」
を
各
世
代
住
民
に
有
効
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。学
校
教
育
の
聖

域
と
の
通
念
改
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
結
果
を
示
せ
ば
理
解

が
得
ら
れ
る
。児
童
と
教
員
及
び

地
域
の
人
々
を
結
び
合
わ
す
、
こ

の
件
を
実
現
す
る
に
は
、
先
ず
町

長
部
局
と
教
育
委
員
会
双
方
が
こ

の
戦
略
を
理
解
し
認
識
を
共
有
し

て
の
協
議
が
必
要
。現
在
、各
施
設

の
統
廃
合
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
学
校
と
い
う「
ハ
コ
モ
ノ
」も

対
象
と
し
て
更
に
有
効
活
用
す
べ

き
時
で
あ
る
の
で
認
識
を
問
う
。

町
長多

面
的
に
教
育
委
員
会
と
協
議

連
携
し
て
可
能
な
事
案
か
ら
実
施

を
目
指
す
。

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る
の
で

は
。
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ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也

万博観光

大
阪
万
博
の
活
用

で
観
光
も
で
き
る

靴
下
の
町
に

　
　
3
年
後
に
迫
っ
た
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
博
に
は
２
，
８

２
０
万
人
の
来
場
者
数
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
広
陵
町
は
「
靴
下
の

町
」
と
し
て
、
靴
下
を
観
光
資
源

と
し
て
も
整
備
し
、
万
博
を
梃
に

観
光
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
は
。

観
光
資
源
と
し
て
、
靴
下
型
の
横

断
歩
道
や
フ
ェ
ン
ス
等
は
ど
う

か
。
ま
た
、
工
場
見
学
は
な
り
わ

い
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

全
体
の
調
整
を
お
願
い
し
た
い
。

さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
政
府
会
合
や

在
京
都
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
と
の
繋

が
り
も
活
か
し
、
海
外
の
方
に
も

評
価
し
て
も
ら
え
る
周
遊
ル
ー
ト

理
事
者

靴
下
を
き
っ
か
け
に
、
生
活
・

健
康
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
足
育
分

野
で
の
P
R
や
事
業
を
検
討
し
て

い
る
。
観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、

な
り
わ
い
の
事
業
で
も
あ
る
の
で

取
り
組
み
た
い
。
海
外
と
の
接
点

と
し
て
は
、
提
示
い
た
だ
い
た
も

の
に
加
え
、
内
閣
府
か
ら
万
博
に

向
け
て
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
等
で
の
交

流
が
で
き
な
い
か
、
と
打
診
を
受

け
て
い
る
。
万
博
を
中
間
目
標
に

観
光
振
興
に
も
取
り
組
み
た
い
。

寄付金対策

使
え
る
、活
き
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
の

運
用
を

　
広
陵
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
毎
年
伸
び
て
お
り
、
今
年
度
は

1
億
円
を
超
え
そ
う
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
寄
付
を
し
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
使
い
方
で
寄
付
金
を

適
切
に
運
用
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。そ
こ
で
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
は
変

わ
っ
て
い
る
の
に
、
基
金
の
使
い

道
を
定
め
た
規
則
が
平
成
20
年
か

ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
問
題
で

な
い
か
。ま
た
、使
い
道
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
整
理
し
て
公
開
し
て
欲

し
い
。そ
し
て
、ふ
る
さ
と
納
税
の

使
い
道
と
し
て
、
島
根
県
雲
南
市

の
よ
う
に
町
民
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
募
集
し
、
そ
れ
に
充
て
る
の
は

ど
う
か
。

理
事
者

規
則
に
関
し
て
は
指
摘
を
踏
ま

え
適
切
に
対
処
す
る
。ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
運

用
状
況
の
公
表
の
仕
方
を
再
検
討

す
る
。寄
付
者
に
と
っ
て
成
果
が

見
え
や
す
い
使
い
道
と
し
て
、
手

上
げ
方
式
の
事
業
は
一
つ
。ま
ち

づ
く
り
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
提
案
事

業
補
助
金
と
の
兼
ね
合
い
も
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第18回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラ
ンティア的な団体を掲載しています。）

クローバーの会
クローバーの会は、馬見南４丁目自治会の
もとに、ボランティアとして自治会員が、自
主的に活動している団体です。（広陵町社会
福祉協議会にボランティア団体として登録）
クローバーの会の会長は、馬見南４丁目自
治会会長としています。
地域をより良くしたいとの思いで、いろい
ろな活動をして、自分たちの楽しみも見つけ
出そうとしています。

広陵町社会福祉協議会
（さわやかホール）
☎0745－55－8300
クローバーの会代表　瀬戸　眞吉郎

活動内容

問合先

・馬見南４丁目の地域見守り巡回（月・水・金曜日の午後）
　※真美ケ丘第一小学校の下校時間にあわせて実施
　 （2015年12月から13人で実施。現在は、10人が登校時の立哨。）
　※巡回時に、道路のゴミも回収しています。馬見南４丁目周辺道路は、
　　きれいになってきています。
・真美ケ丘第一小学校登校時の立哨（2019年～）
　※真美ケ丘第一小学校前の横断歩道での注意喚起活動（小学校登校日の毎日実施）
・支え合い活動として、要援護者のお世話活動や高齢者の生活支援活動をしています。
・集会所や公園の清掃活動。

▲真美ケ丘第一小学校登校時の立哨活動

▲クローバーの会のみなさん
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議
案
第
６
３
号　
広
陵
町
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
問　
第
３
条
で
実
施
機
関
に

公
平
委
員
会
は
含
ま
れ
て
い
な

い
が
、
北
葛
城
郡
公
平
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
の
保

護
を
決
め
る
の
か
。

回
答　
北
葛
城
郡
公
平
委
員
会

に
は
、
改
正
後
の
法
律
が
直
接

適
用
と
な
る
。こ
の
委
員
会
は
、

他
の
団
体
と
共
同
設
置
し
て
い

る
の
で
、
調
整
の
議
論
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
８
２
号　
広
陵
町
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

質
問　
基
金
の
運
用
に
お
い

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
の
関
連

機
関
に
流
用
で
き
る
の
か
。

総
務
文
教
委
員
会

質
問

質
問

回
答議

案
第
82
号

議
案
第
81
号

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

回
答　
本
条
例
に
関
す
る
基
金

は
、
他
の
事
業
で
の
運
用
は
難

し
い
と
考
え
る
。

議
案
第
８
９
号　
広
陵
町
学
校

給
食
費
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　
給
食
費
に
関
す
る
議
会

に
お
け
る
議
論
の
経
過
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

回
答　
給
食
費
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
会
議
内
で
は
決
ま

ら
な
か
っ
た
た
め
、
総
合
教
育

会
議
で
引
き
続
き
課
題
と
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
中
で

条
例
改
正
案
と
し
て
、
４
，
５

０
０
円
か
４
，
６
０
０
円
の
値

上
げ
の
方
向
で
検
討
し
て
い
く

決
定
が
出
た
。

質
問　
議
会
の
意
思
は
、
給
食

費
に
つ
い
て
国
か
ら
の
交
付
金

を
充
て
、
保
護
者
の
負
担
を
で

き
る
だ
け
拡
大
し
な
い
こ
と
で

一
致
し
て
い
た
が
、
町
長
の
意

思
は
ど
う
か
。

質
問

質
問

回
答

回
答 議

案
第
89
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

回
答　
教
育
委
員
会
が
責
任
を

も
っ
て
給
食
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
食
材
料
費
を
見
積
も
っ
て

４
，
６
０
０
円
と
な
っ
た
。
物

価
上
昇
が
続
く
中
で
、
４
，
６

０
０
円
で
も
足
り
な
く
な
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
一
旦

は
、
４
，
６
０
０
円
の
積
算
根

拠
を
も
っ
て
条
例
改
正
を
提
案

し
、
物
価
動
向
を
見
な
が
ら
一

年
間
は
周
知
期
間
と
コ
ロ
ナ
対

策
の
両
面
で
現
在
の
４
，
２
０

０
円
で
運
営
し
、
差
額
の
４
０

０
円
は
町
が
支
援
す
る
形
態
と

し
て
い
る
。

議
案
第
９
１
号　
広
陵
町
立
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　
条
文
に
「
既
納
の
使
用

料
は
還
付
し
な
い
」と
あ
る
が
、

こ
れ
を
緩
和
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

回
答　
令
和
５
年
度
か
ら
料
金

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
91
号

質
問

を
改
定
す
る
こ
と
も
あ
り
、
緩

和
で
き
る
か
現
在
協
議
し
て
い

る
。

議
案
第
９
５
号　
令
和
４
年
度

広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

質
問　
不
燃
物
搬
送
処
分
委
託

料
に
お
い
て
、
今
後
、
外
部
委

託
で
破
砕
し
て
搬
送
し
た
場
合

の
費
用
と
、
現
状
の
ま
ま
搬
送

し
た
場
合
の
費
用
で
差
が
あ
る

の
か
。

回
答　
破
砕
し
て
搬
送
す
る
場

合
の
計
算
は
し
て
い
な
い
が
、

現
在
、
そ
の
他
プ
ラ
と
い
う
形

で
出
し
て
い
る
業
者
に
委
託
す

る
と
破
砕
処
理
を
す
る
の
で
、

金
額
は
上
が
る
と
思
わ
れ
る
。

現
状
の
ほ
う
が
若
干
安
く
済
む

と
考
え
て
い
る
。

回
答

回
答

委員会の窓委員会の窓

質
問

回
答 議

案
第
95
号

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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　第４回定例会（１２月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託
された１９件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。
その主な内容と結果をお知らせします。

議
案
第
９
３
号　
広
陵
町
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

質
問　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料

が
町
外
の
人
が
含
ま
れ
る
と
２

倍
と
な
る
説
明
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
人
数
は
一
人
な
の
か
、
少

人
数
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

回
答　
何
人
含
ま
れ
て
い
た
ら

な
ど
を
含
め
、
規
則
や
要
綱
で

定
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
都
市
公
園
の
廃
止
に
係

る
手
続
き
に
つ
い
て
、
交
通
公
園

は
公
園
法
に
記
載
さ
れ
た
も
の

に
あ
た
る
の
か
。
特
別
な
手
続

き
も
な
く
廃
止
で
き
る
も
の
か
。

回
答　
交
通
公
園
は
、
都
市
公

園
法
に
基
づ
く
公
園
で
は
な
い
。

　
公
園
廃
止
に
つ
い
て
は
、
交

通
公
園
面
積
５
，
５
０
０
平
米

あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
べ
き
も
の

と
し
て
、
竹
取
公
園
拡
張
で
代

替
と
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

厚
生
建
設
委
員
会

議
案
第
93
号

回
答

質
問

回
答

質
問

　
廃
止
は
町
の
判
断
で
行
い
、

手
続
き
は
廃
止
し
た
旨
を
国
に

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
手
続
き
を
行
う
。

議
案
第
９
４
号　
広
陵
町
地
区

計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　
都
市
計
画
審
議
会
委
員

で
、
同
業
の
業
者
か
ら
町
全
体

の
こ
と
を
考
え
た
計
画
な
の

か
、
そ
の
懸
念
点
を
解
消
し
た

上
で
条
例
改
正
を
出
し
て
い
る

の
か
。

回
答　
委
員
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

ご
意
見
い
た
だ
い
た
。
そ
の
中

で
、
タ
ビ
オ
奈
良
の
進
出
は
、

町
の
靴
下
産
業
発
展
の
た
め
、

ま
た
、
技
術
の
継
承
を
含
め
広

陵
町
の
靴
下
が
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
た
め
の
中
心
と
な
る
場

所
で
あ
る
と
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
委
員
に
ご
理
解
い
た
だ

い
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
９
８
号　
町
道
の
路
線

認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

質
問　
今
回
の
南
31
号
線
な
ど

こ
れ
か
ら
造
る
も
の
は
、
起
点

や
終
点
の
話
を
聞
き
、
場
所
を

見
て
も
想
像
が
つ
か
な
い
部
分

が
あ
る
が
そ
れ
で
い
い
の
か
。

回
答　
国
の
補
助
金
を
も
ら
う

際
は
、
ま
ず
、
道
路
認
定
が
な

い
と
補
助
金
が
も
ら
え
な
い
。

　
今
後
、
町
道
認
定
議
会
資
料

を
、
現
場
写
真
な
ど
を
撮
っ
て

わ
か
り
や
す
く
作
成
す
る
。

議
案
第
９
９
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

質
問　
指
定
管
理
者
で
は
な

く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
で
き
な
い
も
の
か
。

回
答　
ハ
ウ
ス
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

は
、
他
の
公
園
や
公
共
施
設
の

管
理
を
幅
広
く
し
、
芝
生
管
理

な
ど
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

た
会
社
で
あ
る
。

議
案
第
98
号

議
案
第
99
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

回
答

質
問

回
答

回
答

質
問

質
問

議
案
第
94
号

▲厚生建設委員による町道認定現地確認
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広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
２
０

12
月
定
例
会
令
和
５
年 

２
月
１
日

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

SDGsの掲げる17の項目に対して、8つの項目で具体的な貢献をします。
この広報は、有害な排水を出さない「水なし印刷」を採用しています。

議
会
日
誌

26
日 

議
会
報
告
会

 
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

８
日
〜
９
日　
第
66
回
町
村
議
会
議
長

 

全
国
大
会

11
日 

議
会
報
告
会（
畿
央
大
学
）

29
日 

国
保
中
央
病
院
組
合
議
会

30
日 

全
員
協
議
会

５
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

常
任
委
員
長
会

８
日 

第
４
回
定
例
会（
初
日
）

13
日 

第
４
回
定
例
会（
２
日
目
）

14
日 

第
４
回
定
例
会（
３
日
目
）

15
日 

第
４
回
定
例
会（
４
日
目
）

 

議
員
懇
談
会

19
日 

総
務
文
教
委
員
会

 

厚
生
建
設
委
員
会

22
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
４
回
定
例
会（
最
終
日
）

27
日 

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

４
日 

新
年
賀
詞
交
歓
会

９
日 

二
十
歳
の
つ
ど
い

12
日 

全
議
員
研
修
会

13
日 

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

14
日 

広
陵
町
消
防
出
初
式

18
日 

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

19
日 

全
員
協
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
１
回
臨
時
会

 

総
務
文
教
委
員
会

26
日 

議
員
懇
談
会

10
月

11
月

12
月

1
月

年
初
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
爆
発
、
２

月
の
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

７
月
に
は
安
倍
元
首
相
の
銃
撃
事
件
と
、令

和
４
年
は
教
科
書
に
載
る
よ
う
な
歴
史
的

な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
一
年
で
し
た
。一
方
で
、

記
憶
に
新
し
い
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、そ
し
て
、

北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

に
熱
く
な
る
一
年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
陵
町
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
に
か
ぐ
や

姫
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
お
祭
り
が
再
開
し
、
町
内
に
コ
ロ
ナ
前

の
賑
わ
い
が
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

町
内
の
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

普
段
聞
き
づ
ら
い
声
を
お
伺
い
し
、有
意
義

な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
住
民
の
皆
様
と
の
効
果
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
き
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
５
年
の
干
支
は「
癸
卯（
み
ず

の
と
う
）」と
い
う
こ
と
で
、
諦
め
ず
無
理
は

せ
ず
、停
滞
し
た
世
の
中
に
希
望
が
芽
吹
く

年
、と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。コ
ロ
ナ
や
物

価
高
の
影
響
に
よ
り
厳
し
さ
を
増
す
み
な

さ
ま
の
生
活
が
少
し
で
も
前
進
す
る
よ
う

に
議
会
議
員
一
同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長 

山
村　
美
咲
子

副
委
員
長 

山
田　
美
津
代

委　
　
員 

堀
川　
季
延

委　
　
員 

千
北　
慎
也

委　
　
員 

岡
本　
晃
隆

委　
　
員 

岡
橋　
庄
次

年男年女が綱の中に入ります

議会からの
お願い

議会だより取材のため、腕章を着用した議員または事務局員が写真
撮影に伺うことがございます。その際は、どうかご理解とご協力をお
願いいたします。

▲天神社（広瀬）の綱打ち１月８日
◀天照皇大神社（平尾）
甘酒とぜんざいの奉納

▲宝林寺（赤部）除夜の鐘

▲萱野自警団出初式

▲初日の出


